このテキストを使 (つか)うすべての人 (ひと)へ

■語 (かた)り、つながり、いきいきと生 (い)きるために■
本書 (ほんしょ)は、日本語 (にほんご)学習者 (がくしゅうしゃ)（以下 (いか)、学習者 (がくしゅうしゃ)）が、日本語 (にほんご)学習 (がくしゅう)支援者 (しえんしゃ)（以下 (いか)、支援者 (しえんしゃ)）や日本語 (にほんご)教師 (きょうし)の話 (はな)す日本語 (にほんご)を、副教材 (ふくきょうざい)のイラストを併用 (へいよう)しながら、「聞 (き)いて、まねして（リピートして）、そして、話 (はな)して（自分 (じぶん)のことを語 (かた)って）」活動 (かつどう)する中 (なか)で、日本語 (にほんご)というツールを獲得 (かくとく)していくためのテキストです。
近年 (きんねん)、わたしたちの周 (まわ)りには生活者 (せいかつしゃ)として暮 (く)らす“日本語 (にほんご)を母語 (ぼご)としない人 (ひと)たち”が増 (ふ)えています。学習者 (がくしゅうしゃ)と支援者 (しえんしゃ)そして日本語 (にほんご)教師 (きょうし)が、このテキストを“かけはし”にして互 (たが)いにつながり、同時 (どうじ)に、学習者 (がくしゅうしゃ)は日本語 (にほんご)で自分 (じぶん)を語 (かた)ることを通 (とお)して、日本語 (にほんご)で地域 (ちいき)社会 (しゃかい)とつながっていく。わたしたちはそんなことを願 (ねが)って、このテキストを作 (つく)りました。
活動 (かつどう)においては、支援者 (しえんしゃ)のみなさんは「やさしい日本語 (にほんご)」を使 (つか)い、また、学習者 (がくしゅうしゃ)に寄 (よ)り添 (そ)って
「聴 (き)く」ことで、学習者 (がくしゅうしゃ)と日本語 (にほんご)でコミュニケーションを重 (かさ)ねてください。学習者 (がくしゅうしゃ)が自信 (じしん)を持 (も)って社会 (しゃかい)につながる第一歩 (だいいっぽ)を踏 (ふ)み出 (だ)し、よりよく過 (す)ごせるよう、「生 (い)きる力 (ちから)につながる日本語 (にほんご)」をサポートしてくださればと思 (おも)います。そして、なによりも、このテキストを使 (つか)うすべての人 (ひと)が、いきいきと楽 (たの)しみながら、日本語 (にほんご)でのコミュニケーションを体験 (たいけん)してくださることを、プロジェクトメンバー一同 (いちどう)、心 (こころ)から願 (ねが)っています。
最後 (さいご)になりましたが、このテキストを作成 (さくせい)するにあたり、大阪府 (おおさかふ)教育庁 (きょういくちょう)はじめ、ご協力 (きょうりょく)くださいました多 (おお)くの方々 (かたがた)にも、心 (こころ)よりお礼 (れい)を申 (もう)し上 (あ)げます。
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